
地

球

節

二
十
.I
怨

ッ
ド
博
士
も
暗
示
す
る
如
-
'

ハ
ー
バ

ー
ト
ソ
ン
の
匿

分
に
於

い
て
は
ー
気
候
的
要
因
に
優
越

的
重
異
性
が
典

へ
ら
れ
て

ゐね
が
'
粘
基
す
る
所
の
分
類
の
駐
純
性
-

-
而
し

て余
は
荷
は
そ
れ
は
意
義
を
附
加
し
度

い
と
2･j

ふ
の
で
あ
る
が
-

ほ
大
在
る
憤
伯
を
蔵
か
ん
と
す
る

の
は
余

7
人
に
は
止
ら
覆

い
と
〓
心
ふ
｡
何
等
か
の
相
似

の
図
式
に
於

い
て
縁
適
地
(b
ord
erla
n
d
)
の
推
移
現
象

を
取
扱
ふ
乙
と
の
困
難
は
､
蚤
世
堺

む
被

は
な
け
れ
ば

節
こ
批

三
八

四
六

イ
ン
ヘ
レ
ン

ト

な
ら
拍
地
理
撃
的
取
扱
に
於

い
て
は

内

属

的

で

あ
る
と

金
に
は
M
j
は
れ
る
の
で
あ
る
｡

(
昭
利
八
舛

六
月
二
十

1
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十
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匡
林
地
の
湖
岸
塑
造
と
干
拓
事
業

(
上
編

こ

吉

田

敬

苗

二

緒

言

山
城
盆
地
e
'中
央
に
横
る
宜
株
池
は
水
面
精
約
八
百

町
歩
に
過
ぎ
を

い
一
小
潮
で
あ
る
｡
然
し
往
古
は
現
時

は
敗
槽
す
る
大
潮
で
あ
っ
て
､
或
は
淀
川
洪
水
調
節
用

と
在
か
､
或
は
交
通
上

｡
漁
業
上
の
利
用
は
勿
論
p
古

-
よ
み
詩
糟
の
題
材
と
な
み
'
水
産
植
物
の
賛
雄
と
し

て
､
其
の
利
用
影
響
は
薯

に
甚
大
で
あ
っ
た
｡
然
し
市

来
氾
濫
浸
水
す
る
乙
と
頻
繁
に
し
て
'
沿
岸
の
被
害
亦

測
少
知
る
べ
か
ら
ざ
る
7g
の
が
あ
っ
た
｡
内
務
省
土
木



工
事
施
行
後
は
大
被
宰
精
々
除
去
せ
ら
れ
た
が
､
荷
湖

周
よ
-
の
流
入
水
の
蔑
め
氾
濫
L
t
其
の
被
審
大
で
あ

っ
た
O
伐
っ
て
比
,<LJ開
拓
し
､

一
方
此
等
の
被
害
を
除

去
す
る
馬
め
に
今
回
閣
僚
を
以
て
干
拓
起
工
､
目
下
事

業
進
行
中
で
､
昭
和
十
三
年
に
は
山
城
盆
地
よ
-
全
然

其
の
奏
を
失
ふ
の
運
命
は
あ
格
｡
此
干
拓
事
業
を
記
念

す
る
意
味
に
於
で
湖
岸
鼻
運
と
其
の
干
拓
事
業
計
憲
の

大
要
を
記
述
す
る
次
第
で
あ
る
｡

但
し
紙
面
の
都
倉
上
.
上
下
二
編
に
分
け
､
初
回
に

於

で瓦
株
池
の
湖
岸
塵
蓮
を
､
後
半
に
於

で其
の
干
拓

事

業
の

tI
張
を
述
べ
や
う
･U
皿
ふ
の
で
あ

る.
従
っ
て

上
下
再
編
を
以
七
本
論
文
は
完
成
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
韻
者
は
東
南
編
を
併
せ
て
通
説
さ
れ
人
事
を
乞
ふ
次

簾
で
あ
る
｡

二､
宜
椋
池
の
自
然

地
理
撃
的
記
載

1
.互
椋
池
の
成
因

玉
棟
紬
は
地
質
時
代
の
断
簡
湖
盆
の
名
残
に
し
て
p

珪
杭
池
の
湖
挿
礎

.#
と
干
新
郎
栄

洪
積
配
前
車
に
は
満
々
た
る

.L
大
潮
水
で
あ
っ
た
｡
向

日
町
附
近
や
伏
見
大
亀
谷
に
は
湖
沼
性
只
化
石
が
礁
見

.=]

1=

せ
ら
れ
る
｡
伊
勢
m
附
近
の
潮
成
堆
積
暦
の
分
布
等
は

往
時
大
湖
水
で
あ
っ
た
管
で
あ
る
｡
又
､
沖
積
層
中
に

於
で
も

嘗

京
都
市
内
西
南
部
以
南
は
既
に
湖
底
で
あ
っ

4j,

た
0
其
の
他
東
山
随
遣
掘
盤
は
皆

少
額
洪
積
暦
の

一
埋

骨
か
ら
河
口
性
月
化
石
を
礎
見
し
た
と
言
ふ
事
で
あ
る

か
ら
､

一
時
盆
地
中
に
は
淘
水
が
浸
入
し
た
も
の
と
も

考

へ
ら
れ
る
｡

山
城
盆
地
酉
方
川
崎

･
男
山
間
の
陸
路
む
破
づ
tJ
大

阪
準

へ
流
出
し
､
漸
次
減
水
干
拓
せ
ら
れ
た
｡
そ
れ
と

同
時
に
;
城
の

玉
川
た
る
木
津
･宇
治
｡枚
の
諦
川
の
流

下
す
る
土
砂
の

堆
積
に
基
-
､
デ
ル
タ
建
設
は
湖
岸
の

縮
少
を
雄
L
p
蓬
に
僅
か
に
今
日
其
の
名
残
を
留
め
て

ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
｡
所
謂
老
年
期

･
死
滅
期
の
湖
沼
で

湖
沼
分
根
か
ら
見
れ
ば
断
暦
湖
に
属
す
る
･7>̂
の
で
あ
ら

くノ
0

乱

廟

活
永

深
束

位
撃
化
主

賓

I.湖
水
は
､
略
々
掩
樹
形
を
な
し
'
東
西
約
四
粁
､
商

三
九

四
七



地

球

節
二
十

i
港

北
約
三
粁
'
周
囲
約
十
六
粁
'
面
積
九
百
三
十

ヘ
ク
タ

ー
ル
.
水
深
は
夏
季
に
て
敵
性
二
米
弱
.
冬
季
は
最
操
0

｡玉
来
乃
秀

一
米
麹
に
し
て
湖

底
の
大
部
分
は
露
出
す

る
｡
又
其
の
高
距
は
梅
按

1
0
｡
二
光
は
し
て
.
山
城
盆

地
中
の
敵
艦
棟
は
骨
る
｡
従
っ
て
内
務
省
土
木
工
事
前

迄
は
､
山
城
諦
川
及
び
'
湖
岸
の
譜
水
此
地
は
袈
基
し

為
は
水
位
を
増
し
.
湖
岸
に
甚
大
を
る
被
審
h
T輿

へ
て

爪り

凍
た
｡
明
治
十
八
年
の
洪
水
ほ
て
は
､
其
の
水
位
最
低

水
固
以
上
十
四
八
に
達
し
､
三
千
町
歩
は
渉
-T
湛
水
し

た
｡
然
し
内
務
省
の
土
木
工
事
以
後
に
於
て
は
か
!
る

大
被
審
は
な
-
在
っ
た
｡
右
改
修
工
事
以
後
は
放
け

る

7

水
位
鼻
化
は
つ
き
､
三
木
撃
士
が
兼
都
府
耕
地
生
鮮
課

所
管
'
東

7
口
観
測
所
は
於
で
測
定
せ
ら
れ
た
粒
基
よ

与
P
作
製
せ
ら
れ
た
も
の
堅
ボ
せ
ば
次
の
迫

-
で

あ

る
○次
表
は
依
れ
ば
水
位
の
最
高
は
夏
季
六
｡七
･八
の
三

ケ
月
は
し
て
､
克
｡九
･十
の
各
月
此
ほ
次
ぐ
｡
最
低
は

一
月
の
三
六
に
し
て
､
十
二

二

1月
の
冬
季
に
減
少
す

る
｡

此
よ
･｡
見
れ
ば
水
位
年
夢
化
牒
式
は
､
裏
日
本
内

節
二
班

二
品〇

四
八

陸
式
狙
昔
潮
で
あ
る
.

乙
の
水
位
塵
化
は
附
近
両
量
と

大
鰭

一
致
す
る
輩
は
勿
論
で
あ
る
｡

rJT,

湖
底
の
形
状
は
精
々
複
邪
に
し
て
p
最
裸
部
は
中
央

よ
-
珊
尚
歯
は
在
-
'
大
腰
中
央
よ
-1
南
方
に
深

い
｡

池
の
東
北
部
や
東
部
の
西
日
州

･
小
倉
三
軒
屋
及
び

7

口
の
内
湖
也
は
局
部
的
に
精
慌
い
所
が
あ
る
｡

地
底
高
と
其
の
面
積
堅

不
す
と
左
の
通
わ
で
あ
る
｡

地
底
高

面
積
(縦
試

射
)

1

一
〇
米

一
二
三

(
ク
タ
ー
ル

2

一
〇
･五
米

田
四
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

3

1
一
光

一
六
三

ヘ
ク
タ
ー
ル

但
し
現
在
は
着
衷
よ
-
兼
分
鼻
吏
し

てゐ
る
と
思
は

れ
る
｡

土

質

互
椋
池
及
び
附
近
の
土
質
は
沖
積
暦
の
砂
質
壌
土

･

粘
土
･砂
･磯
等
の
互
層
で
あ
る
｡
此
が
調
査
は
後
車
述

ぶ
る
如
-
京
都
府
に
於
で
行
は
れ
p
極
め
て
明
瞭
に
在

っ
た
｡
暦
序
は
各
所
は
よ
っ
て
興
る
も

7
枚
は
湖
中
東

南
は
粘
土
･泥
土
が
多
-
､
其
の
慌
部
に
は
砂
･磯
暦
が



宜
林
地
累
年
月
別
水
位
鼻
化
嚢

13 23 27 27 40 1月

10 21 33 74 46 2

15 41 76101 72 3
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125.4 51105105170 40⊥士1 35 6
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す
も
の
で
あ
る
0
叉
湖
岸
及
び
堤
防
附

近
ほ
は
'
砂
の
轡
が

l
敏
に
厚
-
存
在

す
る
事
は
'
各
河
川
の
流
出
は
よ
る
土

砂
が
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
｡

水
の
透
明
度
は
夏
季
に
於
で

.i
こ
ハ

ー
二
光
で
､
フ
ォ
ー

レ
ル
標
準
液
の

一
五

-

一
六
鮭
に
相
曹
す
る
｡
従
っ
て
線
褐

色
を
量
し
常
は
濁
っ
て
ゐ
る
｡
荷
水
池

は
上
層
と
下
暦
と
は
約
十
度
以
上
の
差

が
あ
る
こ
と
珍
し
か
ら
ず
と
云
ふ
｡

現
時
湖
岸
の
漁
業
者
数
十
軒
あ
-
､

尭

一
口
の
衆
群
は
大
部
分
本
地
の
漁
業

に
徒
事
し
て
ゐ
る
｡
主
を
漁
粗
は
鯉

･

鮒
等
の
79
の
で
あ
る
｡
其
他
菱
｡蓮
旭
･

藻
頬
の
採
取
場
と
し
て
.
又
冬
は
此
他

水
禽
の
瀞
棲
地
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
て

(
木
枕
湖
北
鮎

の
縮
さ
は
大
阪
倒
中
等
湖
位
上

1
0
エ
八
七
槻
な
り
)

存
在
す
る
｡
小
倉
方
面
に
は
､
操
部
に
磯
暦
が
あ
る
の

は
過
去
に
於
で
宇
治
川
が
此
方
面
に
流
込
ん
だ
事
を

不

抜
椋
池
の
捌
梓
細
道
と
千
輔
弘
光

ゐ
る
0

今
回
の
干
拓
事
業
は
よ
っ
て
比
等
の
湖
沼
性
漁
類

･

植
物
瓶
は
殆
A
ど
湖
中
よ
か
姿
を
消
す
ほ
到
る
で
あ
ら

二三

四

九



地

線

節
二
十

1
番

くノ
0受
水
閲
域
は
､
湖
岸

完
仰
の
平
野
と
.
其
の
東
部
の

山
地
｡
丘
陵
地
金
部
で
あ
る
｡
主
家
控
入
口
は
､降
桶
李

に
は
古
川
及
び
山
川
等
ほ
打
っ
て
湖
の
南
方
に
流
込
み

平
素
は
湖
南
の
古
川
が
其
の
主
な
も
の
で
､
其
の
他
沿

岸
の
小
林
に
よ
っ
て
流
入
す
る
｡
但
し
着
は
皆
沿
岸
水

田
の
漕
献
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
ゐ

る
も
の
で
あ

る
｡
内
務
省
改
修
工
事
前
迄
は
淀
附
近
の
排
水
口
か
ら

洪
水
時
に
は
氾
濫
泣
流
し
て
凍
た
｡
此
が
膚
は
粟

1
口

の
東
方
は
扇
状
の
デ
ル

タ
を
作
っ
た
｡
改
修
工
事
後
互

椋
池
の
水
位
が
低
下
し

た
薦
め
､
右
の
デ
ル
タ
が
陸
化

し
模
式
的
な
形
状
と
在
っ
て
現
は
れ
で
ゐ
る
｡

近
時
向
島
の
地
域
の
二
ノ
丸
池
附
近
は
殆
ん
ど
干
拓

n
れ
て
薗
状
を
失
っ
た
｡
加
ふ
る
に
附
妃
を
奈
良
電
が

開
通
し
て
か
ら
､

一
博
原
型
を
改
め
湖
岸
は
縮
少
す
る

一
方
で
あ
る
｡

註

1
.新
光

批

臼
本
地
鎚
風
俗
大
系

妃
髄
地
方

(
上
)

2
.中
村
新
太
郎
氏

京
都
｡
大
阪
尖
端
良
｡軸
戸
蛸
妃
地
質
祝
蜘
文

地
球

3
.
上
伸
餌
次
郎
氏
に
煉
る
C

妨
二
的

三

二

五

〇

も坂
本
常
雄

京
都
村
域
の
挺
進
と
其
の
地
瓢
挙
的
考
察

地
拙

論
輩

6.漸
光
批

‖
本
地
排
帆
俗
大
系

出
版
地
方

(
上

)

6

.内灘
省
大
阪
土
木
的
張
所

松
川
改
良
工
却

7.
束
都
肘
史
跳
名
勝
大
赦
…記
念
物
糾
盤
軸
竹

節

入
相

血̀
備
弛
ノ
柄
物
故
意

8
.臆
林
省

東
部
櫛
溝
椋
池
大
塊

抵

開

軸
計
㍊

現
形
I

S
S
前
掲
7
に
同
じ
｡

三､五
椋
池
の
襲
適

宜
棟
池
は
山
城
盆
地
成
生
に
件
ふ

7
の
断
層
湖
盆
に

し
て
､
地
質
時
代
に
於
で
は
､
其
の
面
積
非
常
は
戯
大

で
あ
っ
た
事
は
既
に
述
べ
た
通
わ
で
あ
る
｡
従
っ
て
自

然
地
即
学
的
の
立
場
よ
-
見
れ
ば
､
時
代
が
遡
る
轟
湖

盆
の
両
種
は
頗
か
っ
ね
と
見
る
べ
き
で
あ
る
｡

人
類
が
湖
岸
は
居
住
す
る
様
は
･TtW
つ
た
頃
も
､
湖
盆

は
現
在
は
数
十
倍
教
官
惜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
｡

今
此
湖
盆
塵
遷
の
時
代
を
左
記
の
五
糊
に
匿
介
し
て
､

考
察
す
る
革
が
最
も
合
排
的
と
恩
は
れ
る
｡

iL
石
蕗
･古
墳
の
分
布
よ
り
見
た
る
五
椋
地



山
城
盆
地
に
於
け
る
石
器
時
代
の
遺
物

は
極
め
て
少

-
､
其
の
代
表
的
な
る
も
の
は
､
帝
大

農
撃
部
数
地
よ

-
聴
掘
せ
ら
れ
た
も
の
枠
は
過
ぎ
な

い
｡
資
料
少
F
u石

器
時

代
の
遺
物
を
以

七
､
先
史
民
族
生
存
状
態
を
云
馬

す
る
事
は
､
早
計
と
皿
ふ
か
ら
此
ほ
は
梱
れ
ず
'
古

墳

の
分
布
よ

-
見
た
る
瓦
椋
池
の
状
態
を
推

測
す
る
革
に

す
る
｡
古

墳
と
て
も
其
の
新
し

い
7P
の
は
平
安
朝
頃
ま

で
下
る
か
ら
一
概
に
は
言

へ
な

い
が
､
此
等
お

山宿
し

て
､
地
図
上
に

li
.h
P:
載
す
る
時
は
､
皆
時
住
民
の
生

活
場

所
を
-
'
盆
地
内
部
開
磯
の
状
態
を
概
測
す
る
の

資
料
と
を
-
得
る
｡
此
間
に
依
る
と
'
石
器
時
代
の
遺

物
叉
は
古
墳
の
分
布
地
域
は
'
盆
地

周
縁
部
の
洪
積
層

の
丘
陵
地
昔
に
限
定
せ
ら
れ

て
ゐ
る

｡
.Hi=し
て
其
の
静

振
は
海
抜
四
十
米
の
等
高
線
を
以
て
境
と
ruれ
'
こ
れ

以
下
の
地
域
に
は
殆
ル
ビ
な

い
｡
多
少
の
例
外
と
.し
て

二
十
五
米
ま
で
下
る
が
'
此
と
て
も
洪
積
層

の
丘
陵
地

で
あ
っ
て
､
中
央
平
場
部
に
は
殆
ル
ビ
粂
-
分
布
し
て

ゐ
な

い
O

此
の
事
薯
に
掘
っ
て
考

へ
る
ほ
､
上
代
盆
地
の
内
部

は
路
地
の
糊
付
㍍
速
と

.i+
拓
部
菜

は
互
横
地
の
面
積
が
.
今
日
よ
-
遥
か
に
朗
か
つ
ね
で

あ
ら
う
｡
帳
令

満
々
た
る

7
大
湖
水
LJ
ら
ず
と
錐
も
P

中
央
部
は
芭
･芦
生
繁
る
韻
律

地
が
鹿
-
､
叉
盆
地
の
周

遊
か
ら
木
津

･宇
治

｡柾
｡
嚢
茂
の
緒
川
が
自
由
な
流
路

を
と
っ
て
流
れ
､
英
米
は
宜
椋
池
に
狂

い
で
ゐ
ね
で
あ

ら
う
｡
従
っ
て
知
識
敏
速
の
幼
稚
夜
先
住
民
族

･
原
始

人
は
､

此
白
熱
の
荒
地
を
開
拓
す
る
革
靴
は
ず
'
自
然

の
暴
威
に

恐
れ
且
つ
左
右
せ
ら
れ
て
'
盆
地
周
縁

部
の

丘
陵
地
を

其
の
生
活
場
所
と
し
.
此
地
域
よ
･C二

歩
も

中

央
平
均
地

へ
進
歩
し
能
は
な
か
っ
た
も
の
と
考

へ
ら

れ
る
0

2
.有
史
以
後
寮
長
朝
頃
迄
の
瓦
椋
地

有
史
以
後
に

在
る
と
'
盆
地
の
内
部
も
漸
次
干
拓
せ

ら
れ
､
周
縁
部
の
丘
陵
地
よ
与
中
央
軍
埋
却

へ
開
拓
が

進
め
ら
れ

て凍
た
ら
し

い
｡

長
篠
池
の
名
が
歴
史
.ほ
見
ゆ
る
の
は
､
寓
兼
は

｢
瓦

棟
の
入
江
と
よ
む
な
-
射
日
人
の
伏
見
が
阿
井
に
雁
わ

た
る
ら
し
L

と
=-=
る
の
が
'
蓋
し
其
の
始
で
あ
ら
う
｡

潜
時
果
樹
街
道
(束
閥

村
道
は
､久
世
の
鷺
坂
よ
わ
､
栗

喜
一l

誠

11



地

球

餅
二
十

1
春

子
山
を
越
え
'
宇
治

丁

坂
は
出
で
'
宇
治

の
波
を
渡

･C/

三
笠
月
末

幡
着

甲

山
科
を
麿
'
逢
坂
川
を
越
え

大
津
に
出
LJ
)
は
沿
ふ
大
潮
に
し
て
.
撃

芦
湖
岸
に
繁

ら
そ
の
間
は
雁
等
の
水
禽
此
ほ
棲
ん
で
ゐ
ね
事
が
'
此

歌
に
よ
っ
て
も
想
像
せ
ら
れ
る
0

串

三
国

鱒
二
班

三

四

璽

1

で
あ
っ

た｡
従
っ
て
湖
面
は
荷
現
在
は
何
倍
か
の
大
き

を
も
の
で
あ
っ
た
｡
然
し
､
諸
河
川
が
四
方
よ
～,L
此
宜

株
池
に
向
つ
で
求

心的
は
流
れ
各
以
'
其
の
流
路
に
は

各
々
川
の
流
れ
の
方

向
に
蔑
多
の
島
や
洲
を
作
-
､
地

形
は
極

め
て
禎
灘

で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
｡
此
状
態
は

第 一 間

巨兼沌附遁J歴史地圃
む7f ◎
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奈
良
朝
天
平
時
代
迄
は
､
架

は
宇
治
川
を
隔
て
て
木

幡
沼
ま
で
､
北
は
横
大
路
沼
ま
で
蓮
績
す
る

1
大
湖
沼

遭
臣
秀
膏
が
伏
見
城
を
築
き
､
附
並
に
土
木

工
事
を
施
行
す
る
頃
ま
で
､
略
々
同

一
を
状

態
に
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
｡

次
に
常
時
は
放
け
る
湖
岸
の
状
態
を
知
る

資
料
と
し
て
､
悌
旦
遺
政
を
馨
げ
た
い
｡
山

城
盆
地
は
修
里
が
施
行
n

机で
ゐ
た
轟
は

7

鮎
の
擬
も
夜

き
朗
で
あ
る

｡此
悌
旦
賓
砲
も

其
の
時
代
必
ず
し
も
奈
良
朝
以
前
と
は
限
ら

れ
覆

い
L
t
又
湖

岸
に
貸
地
n
れ
た
時
代
は

明
か
で
覆

い
が
'

一般
的
に
盆
地
内
部
の
修

里
施
行
は
'
奈
良
朝
以
前
の
が
多

い
や
う
だ

か
ら
､
暇
に
此
置
域
の
健
里
も
奈
良
朝
以
前

の
も
の
と
し
て
取
扱
ふ
乙
と
ほ
し
や
う
此
修
里
道
政
は

記
録
の
外
､
現
在
の
道
路

･溝
汲
･境
界

･栄
藤
･湖
沼
等



が
或

7
寛
の
間
隔
を
以
て
排
列
さ
れ
ー
地
割
は
故

山
足

の
長
rJ
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
事
薯
ー
坪
と

い
ふ

帳
曳
呼
柄
の
名
を
示
す
小
学
名
の
存
在
等
ほ
よ
っ
て
其

の
賓
施
せ
ら
れ
て
ゐ
夜
番
を
鷲
別
す
る
事
を
程
る
｡

今
此
等
の
材
料
に
櫨

-
第

一
間
の
如

き
互
林
地
を
中

心
と
し
た
る
附
近
の
使

果
施
行
地
々
園
を
作
製
し
た
｡

此
間
に
依
っ
て
考
ふ
る
ほ
う
修
里
を
施
行
n
れ
て
ゐ
な

か
っ
た
地
域
は
督
時
宜
椋
池
の
湖
岸

完
W
の
地
域
ほ
し

で
(
凝
滞
地
･段
芦
生
繁
っ
た
地
で
)
'
善
良
な
る
耕
作
地

で
な
か
っ
た
､
又
河
川
の
流
域
は
洪
水
毎
に
自
由
流
路

を
と
る
所
謂
荒
川
で
危
険
置
域
で
あ
っ
た
か
ら
.
同
様

傾
旦
制
を
施
行
す
る
事
の
出
水
得
る
耕
地
で
在
か
つ
7

と
瓜
は
れ
る
｡
若
し
右
の
如
き
推
定
が
軍
資
と
す
れ
ば
､

常
時
に
放
け
る
湖
岸
低
域
が
復
原
さ
れ
る
｡
此
は
ま
る

と
前
記
天
平
年
間
の
湖
水
両
横
と
略
各
致
す
る
｡
そ
れ

以
外
は
､
相
は
淀
･美
豆
方
向
よ
-
､
北
は
横
大
路
･
下
鳥

羽
ユ
ニ
栖
方
面
ま
で
.
南
は
伊
勢
円
｡林
･市
田
｡兼
に
引

-

一
線
以
北
の
地
は
其
の
遺
巌
を
見
ず
､
只
不
E
･S講
は

恩
は
れ
る
の
は
､
放
島
村
の
中
央
部
は
数

ヶ
所
､
埠
の

五
枚
池
の
糾
搾
対
遇
と
干
拓
都
柴

名
が
散
見
す
る
轟
で
あ
る
｡
此
は
豊
公
時
代
ま
で
横
島

と

5'
ふ
単

一
在
る
島
で
あ
っ
た
が
､
農
耕
は
適
す
る
の

で
早
-
か
ら
開
拓

さ
れ
､
宇
治
の
里
人
等
が
此
を
耕
し

た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
但
し
修
里
遺
政
が
三
川
流

域

に
欠
如
す
る
の
は
曹
時
施
行
rh
れ
ね
が
'
後
洪
水
や
河

川
流
路
の
単
連
に
基

い
て
自
然
に
或
は
人
馬
的
ほ
滑
城

し
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
｡

荷
湖
岸

完
岬
に
分
布
す
る
緊
落
･利
敵
･俳
寺
等
を
見

る
に
､
奈
良
胡
以
前
よ
-
所
在
す
る
も
の
は
､
第

一
同

り【

は
示
す
如
-
衆
群
に
は
湖
東
に
宇
治

･
問
屋

･
木
幡

･

石
田
等
が
あ
-
､
湖
北
に
伏
見
､
湖
西
に
泰
雄
'
湖
南

に
列
栗
･栗
隈
･小
倉

(玉
藻
)
･
殖
栗
等
の
謝
邑
が
あ
っ

3

た
｡
醐
牡
･俳
寺
に
は

.
許
波
多
醐
配
･宇
治
御
社

･
塾

4

遵
守
(佐
山
村
)等
が
あ
-
､
今

木
｡岡
屈
｡栗
隈
｡瓦
椋
･

水
童

･
宇
治
等
の
講
述
が
此
地
方
に
早
-
よ
-
住
居
し

て
ゐ
た
｡
此
等
の
資
料
は
積
っ
て
79
､
年
安
遷
都
以
前

の

東
棟
池
湖
岸
の
範
囲
を
或
程
度
ま
で
復
校
す
る
事
が

出

来
る
｡
此
等
は
嘘

っ
て
昏
時
の
湖
樟
&
.考
察
す
る
ほ

虹
は
述
べ
た
如
-
其
の
範
囲
は
今
日
よ
-
轟
か
は
焼
く

l
三

役

五
三



地

球

節
二
十

1
怨

川
は
LBl椋
池
に
流
れ
各
以
'
湖
岸
は
温
樺
地
に
し
て
'

耕
地
が
少
か
っ
ね
や
う
で
あ
る
｡

従
っ
て
数

落
79
紳

就

｡
備
寺
も
今
日
よ
-
温
か
湖
岸
か
ら
離
れ
た
地
鮎
は

散
在
し
て
ゐ
ね
事
は
勿
論
で
あ
る
｡

註

1
.新
光
政

日
本
地
抑

風

俗
大
系

近
畿
地
方

(
上
)

2
.和
名
抄
郷
裁

3
.延
事
武
内
配

4.姓

氏

銀

m
.卒
安
遷

都

後

豊
公
土
味
工

事

頃

迄
の
瓦
椋

地

平
安
遷
都
は
山
城
盆
地
開
拓
の

一
大
劃
期
を
な
す
も

の
で
あ
る
｡
即
ち
遷
都
に
よ
-
､
平
安
京
造
僚
と
共
に

盆
地
内
の
交
通

｡
産
業

･
其
の
他
は
積
極
的
施
設
を
見

た
｡
今
迄
荒
川
で
.

7
洪
水
毎
は
右
ほ
充
は
流
路
を
鼻

遷
し
ね
で
あ
ら
う
盆
地
内
の
新
川
も
'
或
所
に
は
堤
防

を
築
き
､
河
道
を
修
め
､
橋
梁
を
架
L
t
原
野

･
協
緑

地
は
耕
拓
せ
ら
れ
て
艮
田
と
な
み
､
衆
罫
は
中
央
平
坦

地
の
新
田
に
進
出
し
､
帥
就

｡
傭
寺
等
此
ほ
伴
ふ
て
盛

に
遷
宮
連
立
を
見
た
｡

然
し
中
央
至
林
地
沿
岸
の
み
は
､
荷
且
つ
十
分
在
る

開
拓
の
手
は
下
さ
れ
在
か
つ
た
ら
し
-
､
豊
公
が
伏
見

に
築
城
し
､
附
近
ほ

一
大
土
木
工
事
が
施
行
さ
る
～
迄

は
宜
株
地
文
は
､
山
城
三
川
河
道
鼻
蓮
の
都
を
記
載
す

節

二

批

二宗

光
阿

る
資
料
は
殆

ル
ビ
見
常
ら
朗
｡
只
僅
か
は
督
時
の
公
卿

や
赦
人
等
の
目
視
や
源
平
時
代
の
軍
記
物
等
ほ
よ
っ
て

其
の
皆
時
の
姿
を
想
像
す
る
ほ
過
ぎ
を

い
｡

既
に

一
寸
述
べ
た
和
名
抄
郷
名
や
'
娃
書
式
の
紳
就

叉
皆
時
の
袋
路
･
交
通
路
｡港
市
等
を
図
上
に
記
載
し
て

見
る
ほ
､
亙
椋
池
沿
岸

完
町
の
地
に
は
此
等
は
殆
ん
ど

存
在
せ
伯
の
で
あ
る
｡
時
に
榊
配
等
が
存
在
す
る
の
は

多
-
は
'
産
土
紳

･
氏
榊
に
あ
ら
ず
し
て
､
他
よ
-
移

連
し
て
兼
ね
､
州
や
海
の
榊
が
多

い
･｡
此
等
は
湖
岸
又

は
三
川
流
域
地
方
民
が
如
何
に
常
時
水
蜜
の
厄
難
に
若

人
だ
か
む
物
語
る
記
念
物
と
も
考

へ
ら
れ
る
｡

そ
し
て
､

互
椋
池
の
面
積
も
､
天
平
時
代
頃
の
大

き

ruに
殆
A
ど

大
差
夜
か
つ
ね
｡
即
ち
北
は
伏
見
･
三
柄

･

横
大
路

･
富
森
連
ま
で
､
酉
は
乙
訓
郡
泣
付
よ
カ
商
業

豆

･
御
牧
の

l
部
分
ま
で
､
商
は
前
は
述
べ
た
市
田

･

佐
古
･
林
｡伊
勢
田
は
引
-

一
線
ま
で
轡
入
し
､
東
は
､

宇
治
町
ま
で
東
棟
池
の
水
が
頂
き
､
宇
治
村
岡
本

･
問

屋

こ
ハ
地
減
附
近
ま
で
湖
で
あ
っ
た
ら
う
｡
そ
し

て其

湖
中
に
は
川
の
流
路
と
同
じ
方
向
に
幾
多
の
島
や
洲
が



挽
び
湖
と
も
川
と
も
つ
か
的
7:P
の
で
ー
地
形
は
極
め
て

柑
離
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
｡
然
し
木
津
川
の
み
は
直
接

亙
椋
池

へ
は
流
入
せ
ず
其
の
下
流
は
間
接
に
14
.校
池
と

連
頂
し
て
ゐ
ね
や
う
で
あ
る
｡

桃
川
は
'
現
在
の
横
大
勝
の
凌
よ
-
泉
南
に

宜
覇
池

に
拭

い
で
ゐ
た
ら
し

い
が
､
之
を
澄
明
す
べ
き

資
料
は

り一

薄
絹
で
あ
る
U
只
徳
川
時
代
の
地
誌
類
中
に
記
載
し
わ

に
過
ぎ
な

い
0

然
し

11
股
に
水
量
が
今
日
よ
-
造
か
に
多
-
､
舟
運

の
修
は
各
川
共
大

い
に
開
け
盛

で
あ
っ
た
.
有
史
以
凍

宇
治
川
を
遡
航
し
て
琵
琶
湖
に
田
で
ね
と
恩
は
れ
る
記

･~

lり

事
が
H
本
巻
配
の
鳩
憶
天
虫
の
段
と
'
垂

仁
･

欽

明
の

二
朝
と
は
出
て
ゐ
る
｡
而
し
て
此
宇
治
川
遡
航
に
つ

き

∩り遡
航
説
と
非
遡
航
舘
と
が
あ
る
0
現
在
の
状
態
を
見

た

眼
で
常
時
を
推
測
す
れ
ば
､
到
底
遡
航
は
不
吋
能
と
し

か
考

へ
ら
れ
な

い
｡
然
し
出
城
盆
地
各
値
が
降
起
し
て

ゐ
る
し
､
加
ふ
る
ほ
水
量
が
ど
れ

だけ
減
じ
た
か
判
ら

な

い
｡
此
等
の
r譜
鮎
を
考
慮
し
て
上
代
の
状
態
む
推
測

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
現
在
は
.
区
椋
池
の
高

rTu海
抜

は
椋
池

の
湖
畔
妙
法
と
十
淋
却
米

約
十
米
で
あ
る
が
､
臓
に
今

よ
-
五
水
洗
降
し
ー
宇
治

川
の
水
貴
が
現
在
の
二
倍
だ

と
す
れ
ば
ー
其
の
通
航
は

ru
ま
で
困
難
と
は
恩
は
れ
な

い
｡

右
は
軍
に
宇
治
川
の
み
在
ら
ず
.
木
津
川
も
杜
川
も

同
様
で
あ
る
｡
粧
川
は
上
古
舟
運
は
よ
る
丹
波
と
の
社

雄
が
あ

つ
ね
と
言
は
れ
､
又
保
元
物
譜
に
左
大
臣
職
長

が
梅
津
か
ら
舟
で
牲
川
を
下
-
p
木
枠
に
上
陸
し
た
記

事
が
あ
る
｡
梅
津

･
大
井
津
は
平
安
時
代
に
於
け
る
杜

川
筋
の
粟
津
で
､
恰
も
木
津
川
に
於
け
る
木
津

･
宇
治

川
に
於
け
る
宇
治
の
津
に
相
薗
し
て
ゐ
た
0

木
津
川
は
仁
徳
紀
に
皇
后
南
紀
よ
-
浪
速
に
上
陸
さ

れ
ず
､
淀
川
を
遡
航
し
て
木
紐
に
上
陸
さ
れ
た
記
事
が

あ
わ
､

持
続
天
盈
藤
原
京
御
造
営
の
際
'
木
材
を
江

州
瀬
m
よ
-
流
下
し
､
宇
治
川
に
よ

-,h宜
楳
池
を
経
由

し
､
木
津
川
遡
航
で
木
津
に
陸
上
せ

ら
れ
た
常
時
の
記

事
が
常
某
氏
役
歌
に
手
に
と
る
如
-
記
越
せ
ら
れ
て
ゐ

る
｡
此
記
事
等
も
今
日
の
地
形
よ
-
見
れ
ば
'
道
順
大
迂

廻
せ
な
け
れ
ば
在
ら
な

い
が
.
宇
治
川
と

宜
椋
池
'
木

津
川
と
が
相
接
し

てゐ
ね
時
代
に
は
'
何
等
夢
せ
ず
し

三

七

五
党



地

球

節
二
十

小
春

て
､
安
易
は
運
搬
す
る
事
が
出
水
た
で
あ
ら
う
｡

か
-
上
代
は
水
量
豊
で
あ
っ
た
が
､
上
流
地
方
森
林

乱
伐
其
の
他
の
踊
係
上
流
水
量
を
減
じ
た
｡
此
事
情
を

物
語
る
典
昧
あ
る
軍
資
は
淀
の
水
車
で
あ
る
｡
淀
の
水

車
は
.
淀
城
用
水
吸
入
用
と
し
て
天
正
七
年
に
創
設
し

た
｡
初
は
車
の
虜
種
八
開
.

一
目
に
種
油
六
升
を
狂

い

だ
と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡
そ
れ
が
川
底
が
漸
次
蔑
-
在
る

ほ
仲
以
底
雑
穀
縮
少
し
､
慶
鷹
三
年
に
は
四
間
と
な
っ

た
が
､
銅
妨
げ
と
在
る
の
で
三
間
草
に
し
た
｡
依
っ
て
そ

の
間
二
百
九
十
三
年
は
田
岡
牛
減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
､

i.
ケ
年
平
均
輩
の
底
種
は

一
寸

一
分
二
塵
損
宛
知
-
な

っ
て
ゐ
る
｡
此
よ
少
換
算
す
れ
ば
年

々
平
均
四
分
六
原

7

服
宛
河
底
が
機
-
な
つ
LJ
事
に
な
る
｡
鮮
-
べ
き
カ
で

は
夜

い
か
｡
近
々
三
百
年
足
ら
ず
で
か
-
の
如
d1,大
慶

化
で
あ
る
｡

い
は
止
や
千
年
二
千
年
前
の
長
年
月
に
於

で
あ
や
で
あ
る
.

千
数
百
年
前
に
於
て
は
宇
治
川
遡
航
可
能
で
あ
っ
た

と
す
る
論
も
此
例
よ
り
考
察
し
て
､
静
然
夜
推
測
だ
と

恩
ふ
0

節
二
舵

三

八

五
六

近
時
の
如
-
各
河
川
及

び
亙
横
地
が
甚
だ
し
-
､
水

枕
の
底
下
か
.哀

し
た
蔀
は
内
藤
省
河
川
工
事
が
其
の
直

接
焼
固
で
此
は
後
述
す
る
所
で
あ
る
｡

4
木
津
｡宇
治
･桂
の
緒
川
の
流
路
撃
連
と

王
様
弛

木
津
･宇
治
｡
杜
の
緒
川
は
盆
地
の
周
綾

部
よ
-
流
れ

水
か
､
山
崎

･
八
幡
間
ほ
て
落
合
っ
て
ゐ
る
が
'
明
治

初
年
頃
迄
は
捉
附
近
ほ
て
流
れ
合
っ
て
ゐ
7
.
淀
の
地

名
は
'
顕
控
密
勘
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
通
-
三
川
の
落
合

ふ
て
水
が
流
れ
よ
ど
む
の
で
名
附
け
ら
れ
た
事
で
も
判

る
｡
飴
し
其
の
淀
の
敬
塵
も
､
今
日
の
地
形
は
順
々
等

し
-
在
っ
た
の
は
'
後
述
す
る
如
-
恩
公
以
兼
の
串
で

あ
る
｡
を
の
以
前
は
淀
の
地
は
湖
中
の
島
で
着
三
川
は

東
棟
池
で
流
合
っ
て
ゐ
ね
と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡
今
其
の

概
要
を
述
べ
る
と
次
の
迫
-
で
あ
る
｡

宇
治
川
は
'
宇
治
町
と
横
島
相
と
の
間
よ
わ
西
方
に

流
れ
､
小
倉
村
の
北
p
三
軒
家
の
側
で
宜
椋
池
は
流
れ

込
ん
で
ゐ
た
｡
此
が
本
流
で
其
の
他
分
流
が
､
尭
候
に

753在
っ
て
北
叉
は
北
西
の
方
向
に
流
れ
､
そ
の
間
に
横

島
･大
八
木
島
･上
島

･
下
島
等
の
島
や
洲
が
川
の
流
れ



の
方
向
に
弛
ん

で
ゐ
ね
0

今
日
附
進
の
地
を
踏
査
す
る
に
､
横
島
柑

･
小
倉
相

聞
に
立
派
な
堤
防
が
城
-
､
土
地
の
人
は
此
恕
俗
に
エ

ン
.I,,
堤
と
呼
人
で
ぬ
る
O
堤
は
北
方
は

山
っ
で
南
側
に

な

い
｡
此
は
南
側
は
高
-
王
向
堤
防
の
必
要
な
-
､
低

い
も
の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
が
今
日
は
な

い
｡
堤
防

の
南
側
ほ
的
ふ

て小
溝
が
通
じ
て
ゐ
る
｡
を
の
溝
の
中

に
は
墨
色
の
厚

い磯
が
多
-
掘
出
さ
れ
る
｡
此
有
機
は

現
布
宇
治
川
の
磯
と
全
-
同
質
の
も
の
で
あ
る
｡
然

し

乙
の
磯
の
み
で
は
､
流
路
を
決
定
す
る
資
料
と
は
在
ら

な

い
｡
何
故
な
ら
ば

山
時
的
淡
水
に
よ
っ
て
79
､
磯
を

流
下
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
然
し
堤
防
北
側
に
は
殆
人
ど

掘
出
さ
れ
ず
､
又
後
述
す
る
瓦
椋
池
が
1
-
ン
グ
の
枯

葉
は
此
紅
立
竃
す
る

し
､
其
の
他
堤
防
が
布
布
す
る
軍

資
､
父
は
記
錬
等
に

ょ
っ
て
豊
公
頃
迄
宇
治
川
は
､
此

流
路
を
と
っ
て
ゐ
た
輩
は

都電
で
あ
る
｡
豊
公
が
伏
見

港
市
建
設
に
裡
ひ
､
向
島
･横
島
｡宇
治
間
の
横
島
堤
を

築
き
'
本
流
む
伏
見
は
導

い
て
よ
-
藩
に
今
日
の
如
-

在
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

宜
椋
池
の
糊
付
廼
盛
と
千
糾
私
柴

叉
､
大
正
九
年
京
都
府
土
木
課
は
於

で調
査
さ
れ
た

宜
椋
池
水
浬
岡
及
び
昭
利
二
年
農
林
省

は於
で
同
じ
く

調
査
さ
れ
た
水
溌
同
を
見
る
ほ
同
様
､
三
軒
家
の
閣
方

儀
宇
治
川
が
正
株
池
に
落
込
む
附
淀
が
非
常
に
操

い
.

此
ほ
枕
で
､
可
知
慮
林
省
技
師

(
瓦
椋
池
開
墾
閣
僚
工

事
革
弥
所
長
)
は
､
次
の
如
-
語
ら
れ
た
0
｢
此
の
部
分

が
局
部
的
に
水
俣
大
な
る
は
､
嘗
宇
治
川
が
瓦
椋
池
に

流
入
す
る
所
ほ
し
で
､
洪
水
時
に
於
で
急
激
な
る
水
力

に
よ
っ
て
侵
蝕
さ
れ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
か
-
の
如

き
例
は
'
此
彪
の
み
な
ら
ず
､
間

-i
修
件
の
所
に
於
で

は
数
多
-
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
｡｣

横
島
相
の
地
内
は
元
蔑
つ
か
の
島
島
が
散
在
せ
し
地

8

域
に
し

て､
三
軒
家
の
北
方
三
角
瓢

(
一
五
･六
米
)
附

近
の
小
字
名
を
落
合
と
柄

へ
'
其
の
尭
南
は
大
川
原
､
中

川
原
の
地
名
が
あ
る
｡
そ
し
て
宇
治
川
よ
-
､
を
の
落

令
に
向
け
現
在
も
小
溝
が
あ
っ
て
用
水
路
と
在
っ
て
ゐ

る
L
t
横
島
堤
の
側
に
は
小
池
が
二
つ
東
関
の
方
向
に

綻
ん
で
ゐ
る
｡
此
は
元
の
萄
河
道
と
瓜
は
れ
る
｡
荷
其

の
北
方
来
日
川
の
部
落
か
ら
両
日
川
の
部
落
に
小
溝
あ

三
九

五

七



地

軸

節

二

十
.1

懲

-
､
湖
沼
も
あ
る
の
も
背
河
床
と
思
は
れ
る
｡
横
島
堤

の
来
日
川
と
正
接
堤
(
小
倉
堤
)
の
西
日
川
と
は
豊
公
が

此
雨
堤
防
を
築
-
ま
で
は
､
州
は
よ
っ
て
社
嫌
が
自
由

で
あ
っ
た
｡
其
の
竃
に
は
'
滑
周
鳳
の
薯
で
あ
る
善
隣

囲
賢

記
に
鍵
治
元
年
正
月
十
八
日
蒙
古
八
二
人
､
高
腰

八
一
人
p
明
州
人

一
人
自
鎮
間
接
､
之
菅
不
入
洛
中
､

0
0
0
0
0
0
0
0
〇
〇
〇

自

山

崎

荏

問

屋

醍

醐

赴

闘

東

と
あ
る
｡
此
即
ち
元
使
東

上
の
道
順
で
あ
る
.
川
崎
よ
八二
月
都
に
入
ら
ず
ほ
問
屋

醍
醐
総
由
摘
東
に
赴

い
た
の
で
あ
る
か
ら
.
船
で
Lh
'椋

池
を
横
断
し
た
事
は
事
賓
で
あ
る
O
前
記
の
東
田
川
附

近
で
宇
治
川
む
波
-
､
岡
屋
に
上
る
渡
口
を
隠
元
渡
し

と

い
ふ
｡
此
は
闇
元
和
銅
と
掬
係
あ
る
涯
で
名
づ
け
た

ら
し

い
｡
又
鴨
長
明
の
方
丈
記
は

｢
岡
屈
は
行

き
か
ふ

舟
と

い
ふ
は
此
所
社
速
の
舟
夜
旦
方
々
｣
と
あ

-
､
確

に
此
所
は
iiI-
か
ら
互
赤
池
を
横
断
し
て
岡
届
上
陸
ー

栗
岡
に
向
ふ
者
の
通
路
で
あ
っ
た
串
が
判
る
｡

又
.
癌
津

｡
河
内
方
面
よ
-
宇
治
行
の
者
は
､
洞
ヶ

峠
を
越
え
ー
邪
雅

｡
岩
間
を
経
て
､
封
月
の
渡
で
木
津

川
を
彼
ら
､
次
は
互
椋
池
畔
の

一
口
に
出
で
.
此
所
よ

第
二
班

蒜

C
)

末

八

-
船
で
小
倉
に
川
で
前
記
の
薦
:.･+
治
川
を
遡
航
し
て
宇

治
は
用
ね
｡
陸
路
は
右
封
月
渡
か
ら
御
牧
村
の
区
椋
池

CT.

商
岸
を
東
は
宇
治
は
至
る
も
の
が
あ
っ
た
r3
父
京
都
は

入
る
に
は
伏
見
叉
は
､
思
潮

∴
ニ
柄
方
面
は
出
た
の
で

や
は
む
湖
上
舟
運
で
あ
っ
た
｡

か
-
宇
治
川
は
雄
多
の
鳥
や
州
を
作
っ
て
其
の
問
を

川
は
既
修
に
も
在
っ
て
流
れ
て
ゐ
ね
か
ら
､
時
は
伏
見

か
ら
宇
治

･
奈
良
方
向
に
向
ふ
旅
人
は
度
々
道
遷
し
物

部
が
あ
っ
た
｡
玉
葉
の
安
元
二
年
十

一
月
甘
二
日
の
修

に
対
波
津
で
混
迷
以
し
た
記
事
が
あ
る
｡
今
日
丹
波
津

と

い
ふ

地
名

も

見
出
n
網
L
p

叉
原
文
で
は
昏
時
宇

治
川
や
東
棟
池
附
鑑
の
地
形
が
仝
-
想
像
し
得
ら
れ
な

い
､
今
日
想
像
し

待
46'
い
程
複
灘

を

地
形
で
あ
っ
た

の
だ
ら
う
｡
さ
れ
ば
道
蓮
も
し
な
の
で
あ
ら
う
.
但
し

伏
見
か
ら
宇
治
川
h
l遡
航
し

て直
ち
に
宇
治
は
出
ら
れ

た
の
は
革
質
で
､
宗
長
手
記
に
よ
る
と
､
伏
見
か
ら
八

八

｡
笛
等
吹

き
宇
治
の
水
車
を
眺
め
喜
び
興
じ
を
が
ら

上
っ
て
ゐ
る

｡
又
季
項
日
記
其
他
に
も
宇
治
川
遡
航
の

記
事
は
数
多
-
出
る
｡
其
他
前
記
長
明
の
方
丈
記
ほ
も



同
様
伏
見

･
宇
治
間
の
舟
運
を
記
載
L
で
あ
る
｡
故
に

潜
時
の
区
椋
池
は
､
宇
治
･小
倉
･
伏
早

淀
万
両
ま
で

一
連
の
湖
水
で
其
中
に
島
や
洲
が
多
-
挽
凡
で
ゐ
ね
と

見
る
の
は
､
異
に
近

い
や
う
で
あ
る
｡

伊
勢
に
放
け
る
輪
中
地
域
の
地
誌

(
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伊
静
に

於
け
る
輪
中
地
域
の
地
誌
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序
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三
乗
糠
の
北
挽
即
ち
伊
勢
･
尾
張
･美
濃
の
三
間
相
接

す
る
の
地
は
､
伊
勢
海
と
敦
賀
轡
を
連
拍
る
地
質
構
造

上
の
横
断
塀
製
綿
に
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